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□□　第６章　衣服のカラーデザイン　□□
1．ダークブルーや〔　　ブラック　　〕は、季節・流行に関わらず、多くの人が着装する〔ベーシック〕カラーの代表である。よく、春・夏コレクション、秋・冬コレクションという言葉を耳にするが、春・夏と秋・冬では選ばれる色に違いがある。春・夏の方が〔色相・明度・彩度〕が高い色彩の服の着装率が高い。

　こういった一年サイクルの色の変化以外に、流行色〔＝トレンド・カラー〕というものがある。流行色には２つの系統があることが知られている。ひとつは〔　　　紫　　　〕系の色で、もうひとつは〔　中間色相　〕系の色である。いずれも、人々が似合う色として挙げることは稀だけれども、評定実験では似合うという評価が為された色の系列である。どうして認識と評価にギャップが生まれるのか考えてみるのも興味深いだろう。
２．流行色については、約〔2〕年後のシーズンのテーマカラーを提案する〔インターカラー：国際流行色委員会〕という組織がある。各国の代表が〔　候補色　〕を持って集まり、世界全体の色のトレンドを作り出していくのである。国際流行色委員会の総会の後、各国の流行色協会が、その国の実情を加味してテーマカラーを発表する。〔  JAFCA  ：日本ファッション協会流行色情報センター〕が発信するレディスウェアカラー、メンズウェアカラーは、そういったプロセスを経て発表される。これを受けて、さまざまな布地が作成され、テキスタイルの見本市でバイヤーが購入、仕立ててファッションショー、ファッション雑誌による情報の伝達などを経て、我々購買層へと届くのである。
　このような流れは、人々が購入する商品を多くすることに寄与すると共に、当たりはずれを少なくすることで商品価格を抑え、利益を確保することに一定の役割を果たしているという見方がある。しかし、消費者のニーズが個性化し、多様化してきた昨今では、必ずしもこういったやり方だけではなく、たとえば、ユニクロのように生産期間を短縮することで、店頭での顧客ニーズの変化に対応するというやり方を取るところが出てくるなど、多様な製品作りのプロセスが模索されつつある。
３．似合う色と流行色は一致しないことも多いだろう。似合う色は、その人の個性、たとえば肌の色や髪の色、顔かたちや背格好などに関連して変化するという考え方がある。そうであるならば、ある一時期に流行する色は、ある人々には似合うが、別のある人々には似合わないという可能性は十分にある。
　似合う色については、パーソナルカラーという理論が提唱されている。それはリチャード・ドアの〔カラー・キー・プログラム〕をベースに持つと考えられ、ウォームカラーどうし、クールカラーどうしは調和するという。ウォームカラーというのは、典型的な赤、黄、緑、青、紫よりも暖かく感じられる赤、黄、緑、青、紫であり、つまりは〔赤紫、橙〕がかった赤、〔橙、黄緑〕がかった黄、〔黄緑、青緑〕がかった緑、〔青緑、青紫〕がかった青、〔青紫、赤紫〕がかった紫ということになる。これらの色どうしを組み合わせると調和するのだから、顔色がウォームカラーかクールカラーかの判断を実施して、それぞれの色を着るよう指導するということになる。
　日本人の肌色を頬や額で計測すると、色相は1YR〜〔5　〕YR程度の値を取ると言われる。これは、赤と黄の中間あたり、やや〔赤〕寄りということになるから、原理的に言えば〔ウォームカラー、クールカラー〕ということになろう。しかし、中心的な橙を〔5〕YRと考えれば、ウォームカラー系統の橙と考えることも可能となる。
　肌の色は、特に顔映りと関係すると言われるが、そこではウォームカラー、クールカラーの区別に関わらず、日本人の場合、〔暖色、寒色〕で顔映りが良く、〔暖色、寒色〕で顔映りが悪いと言われる。これは日常的な観察においても、納得しやすい結果ではないだろうか。
※カラー・キー・プログラムのサンプル帳を取り寄せてみたら、青と緑はみなクールカラー、オレンジはウォームカラーに分類されていた。ということは、普通の暖色寒色とあまり違わない構成になる。暖色どうし、寒色どうしが調和するのだろうか。

４．服の上下の色を変化させて評定させた実験では、似合いの評価と顔映りの評価の関連が、胸のところに布地をあてて評価させたときより小さくなった。顔映りはシャツの影響が〔大きい、小さい〕が、似合うかどうかにはシャツとズボンの組み合わせの効果が〔大きい、小さい〕ということであろう。つまり、似合うかどうかは色の組み合わせの効果を考えなくてはならないということになる。
　しかし、服の配色の効果を調べることは容易ではない。その素材、柄、形などによって、効果が変化するだろうからである。色だけに着目するのではなく、服としての似合いに着目した研究では、服を着る女性の〔女性らしさ　〕が似合いの判断に大きく影響を及ぼしていると解釈できそうな結果が得られている。また、似合いの評価と〔自然さ　〕の評価の関連が大きかったので、その人の個性と〔類似〕した服装が似合うと感じられると言えるであろう。
５．快活な人は明るい色の服を着るが、内気な人は地味な色の服を着るというようなことはありそうである。色の選択には、性格や気分が反映されるという話しを耳にすることがある。たとえば、阪神淡路大震災の時には、子どもたちの絵に黒が多く使われたという文章を読んだことがある。幼児の絵は、対象物に固有な色から自由であるので、色により解釈できる事柄が大人の絵より豊富なのであろう。

　児童画において、緑は〔秩序〕を好み、自信家で協同的というような児童の特徴と関連するという結果を出した研究がある。赤は２つの解釈があって、情緒の〔安定した〕、のびのびした子供というものと、愛情に飢え、〔敵意〕に満ちた攻撃的な子供というものである。赤という晴れがましい色に対して、自分を映し込んでいる場合とあこがれを映し込んでいる場合があるといえようか。

　心理学では、前者を〔投影〕、後者を〔補償〕と呼び、別のプロセスとして捉えている。
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